
一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

⌒五
）

奈
良
・藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
醍
醐

。
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
六
年
（昭
４
）
〓

一月
を

一
九
六
九
年
（
昭
４４
と
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
島
俊
次
、
の
ち
伊
達
宗
泰

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衛
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ぞ
八
世
紀
初
頭

７
　
注退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

発
掘
調
査
の
経
緯

一
九
六
六
年

一
月
、
国
道

一
六
五
号
線
橿
原
バ
イ
パ
ス
が
、
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
そ
の
予
定
路
線
が
、
大
官
土
壇
の
北
方
域
で
、
藤
原
官
の
内
裏
地
域
を
横

切
る
可
能
性
が
大
き
い
た
め
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
、
上
記
の
期
間
で
、

緊
急
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
関
係
各
機
関
の
配
慮
と
、
考
古
学
、

古
代
史
学
の
緊
密
な
相
互
協
力
に
よ
り
、
ほ
ば
、
藤
原
官
の
範
囲
が
明
ら
か
と

な
り
、
藤
原
京
に
つ
い
て
も
、
大
和
の
古
道
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
さ
ら
に
、　
一
九
六
七
年
二
月
下
旬
、
木
簡
が
出
土
し
、
以
後
調
査
終
了
ま

で
に
、
木
簡

一
四
六

一
点
、
削
婿
六
六
三
点
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡

は
、

『
日
本
書
紀
』
が
編
纂
さ
れ
る
以
前
の
生
の
資
料
で
あ
る
だ
け
に
、
多
く

の
新
知
見
を
も
た
ら
し
た
。
郡
評
論
争
の
解
決
も
、
そ
の
一
で
あ
る
。
そ
の
後
、

藤
原
官
跡
の
発
掘
調
査
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ
り
継
続
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
藤
原
官
跡
発
掘

調
査
に
際
し
、
総
計
二

一
二
四
点
の
木
簡

・
削
暦
が
出
上
し
た
。
こ
の
う
ち
、

一
字
で
も
判
読
で
き
る
も
の
は
、
約
三
〇
〇
点
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
木
簡

・
削
暦
の
整
理

・
解
読
に
は
岸
俊
男
が
当
り
、
和
田
率
が
手
伝

っ
た
。
ま
た
、

初
期
の
段
階
に
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
方
々
に
御
援
助
い
た
だ
い
た
。

主
要
な
木
簡

・
削
暦
に
つ
い
て
は
、
『
藤
原
官
跡
出
土
木
簡
概
報
』
に
お
い
て
、

一
九
六
七
年
々
末
以
前
に
出
上
し
た
も
の
か
ら
、
七
〇
点
余
を
選
び
、
本
簡
写

真
に
釈
文
と
解
説
を
付
し
て
公
刊
し
た
。
ま
た
、

『
藤
原
官
』

に
お
い
て
は
、

主
に
一
九
六
八
年
春
に
出
上
し
た
も
の
か
ら
、　
三
二
四
点
を
選
び
、
木
簡
写
真
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と
釈
文
を
付
し
、
公
刊
し
て
い
る
。
『藤
原
官
跡
出
土
木
筒
概
報
』

と

『
藤
原

宮
』
で
、
主
要
な
木
簡
と
削
層
の
紹
介
は
、
ほ
ば
尽
く
し
て
い
る
が
、
全
点
の

写
真
と
釈
文

・
解
説
は
、
諸
般
の
事
情
で
公
刊
で
き
る
に
至
っ
て
い
な
い
。　
一

日
も
早
く
、
そ
の
責
を
果
し
た
く
考
え
て
い
る
。
従

っ
て
、
本
稿
で
言
及
す
る

木
簡
の
釈
文
も
、
上
記
の
二
書
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
木
簡

・

削
暦
と
完
形
加
工
木
の
全
点
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
付
属
博
物
館
の
木
器
特

別
収
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
り
、
現
在
も
、
発
掘
当
初
の
状
態
を
保

っ
て
い
る
。

一
〇
〇
万
点
を
優
に
越
す
か
と
思
わ
れ
る
加
工
木
片
は
、
全
て
特
別
プ
ー
ル
に

保
存
し
て
お
り
、
将
来
の
種
々
の
利
用
に
備
え
て
い
る
。
そ
の
一
部
分
は
、
現

在
保
存
処
理
の
実
験
に
供
し
て
い
る
。

藤原宮跡出土木簡

藤原官跡発掘調査地区図



木
簡
出
土
遺
構
の
概
況

柱
穴

（内
裏
外
郭
の
東
北
角
の
建
物
Ｓ
Ｂ
一
一
〇
）
か
ら
出
土
し
た

一
点
を
除
く

他
は
、
全
て
濤
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
各
濤
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
を
加
え

よ
う

（七
九
頁
の
発
掘
調
査
地
区
図
を
参
照
）。

ｓ
Ｄ
一
〇
一
　

藤
原
官
の
幹
線
濤
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
の
東

一
八

。
一
ｍ
の

所
を
、
そ
れ
と
平
行
し
て
北
流
す
る
幅

一
・
九
ｍ
の
濤
で
あ
る
。
木
簡
は
、
Ｆ

Ｇ
二
六
十
Ｊ
地
区
で
は
、
東
か
ら
流
れ
こ
む
小
濤
Ｓ
Ｄ

一
〇
二
と
の
合
流
点
で

二
〇
点
、
Ｆ
Ｇ
二
六
十
ＥＮ
地
区
で
は
、
宮
域
の
北
限
を
画
す
る
掘
立
柱
列
Ｓ
Ｃ

一
四
〇
の
北
側
か
ら
、
二
六
点
の
木
衡

。
削
居
を
、
ほ
ば

一
括
し
て
検
出
し
た
。

Ｆ
Ｇ
二
六
十
ふ
地
区
出
土
の
木
簡
に
、
和
銅
三
年
の
年
紀
を
記
す
も
の
①
が
あ

り
、
ま
た
、
両
地
区
と
も
に
、
古
い
時
期
の
木
筒
を
出
上
し
な
い
こ
と
か
ら
、

Ｓ
Ｄ

一
〇

一
は
、
比
較
的
新
し
い
時
期
に
掘
ら
れ
、
平
城
遷
都
ま
で
利
用
さ
れ

て
い
た
濤
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
一
〇
五
　

朝
堂
院
中
軸
線
の
東
約

一
五
Ｏ
ｍ
の
所
を
、
内
一異
外
郭
に
沿

っ
て
北
流
し
、
宮
域
の
北
外
掘
Ｓ
Ｄ

一
四
五
に
注
ぐ
最
大
幅
五

・
六
ｍ
の
大
濤

で
あ
る
。
発
掘
調
査
地
区
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
南
の
Ｆ
Ｇ
二
六
―

Ｊ
、
Ｆ
Ｇ
二
七
十
ｃ
地
区
と
、
北
の
Ｆ
Ｇ
二
六
十
臥

●
助
地
区
で
あ
る
。
南
地

区
で
は
、
大
き
く
三
度
の
流
路
の
変
更
が
あ
り
、
木
簡
の
大
半
は
、
濤
の
東
寄

り
を
流
れ
る
新
し
い
濤
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
両
地
区
出
土
の
木
簡
の
う
ち
、

「
評
」
と
記
す
も
の
が
比
較
的
多
く
、
「郡
」
と
記
す
木
簡
は
わ
ず
か
三
点
の
み

で
、
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
そ
の
も
の
が
、
比
較
的
古
い
濤
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｇ
二
六
十
Ｊ
地
区
か
ら
は
三
二
〇
点
、
Ｆ
Ｇ
二
七
十
ｃ
地
区
か
ら
は

一
九
三

点
の
木
簡
の
出
土
を
み
た
。

南
地
区
か
ら
、
約
五
〇
ｍ
隔
た
っ
た
Ｆ
Ｇ
二
六
十
ム

●
島
の
北
地
区
で
は
、

孤
地
区
か
ら
木
簡
三
七
八
点

。
削
屑
三
六

一
点
が
出
土
し
た
。
跳
地
区
は
、
わ

ず
か
二
点
の
木
簡
が
検
出
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
臥
地
区
で
は
、
東
西
に
走
る

柵
列
Ｓ
Ｃ

一
四
〇
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
が
、
Ｓ
Ｃ

一
四
〇
を
潜

る
地
点
の
南
北
に
、
堰
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、
北
堰
東
岸
際
か
ら
の
出

上
が
顕
著
で
あ

っ
た
。
こ
の
地
区
で
は
、
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
は
三
層
に
分
け
ら
れ
る

が
、
北
堰
東
岸
際
で
は
、
上
層
か
ら
、
大
量
の
木
簡

・
削
暦

。
加
工
状
木
片
が

集
中
し
て
出
土
し
た
。
そ
れ
も
、
濤
の
な
が
れ
に
直
交
す
る
状
態
で
検
出
さ
れ

て
い
る
の
で
、
あ
る
時
期
に
、　
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
そ

の
時
期
は
、

「
太
賓
三
年
」

の
年
紀
を
記
す
③
が
み
え
る
の
で
、
大
宝
三
年
を

余
り
隔
た
ら
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
代

っ
て
、
東
に
新

し
く
Ｓ
Ｄ

一
〇

一
掘
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

ｓ
Ｄ
一
ｔ
Ｏ
　

官
域
の
東
を
画
す
る
掘
立
柱
の
柵
列
、
Ｓ
Ｃ

一
七
五
の
東

一

八
ｍ
の
所
を
、
北
流
し
て
、
Ｓ
Ｄ

一
四
五
に
注
ぐ
幅
四
ｍ
の
大
濤
で
、
藤
原
官

の
東
外
堀
に
相
当
す
る
。
約
五
〇
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
発
掘
面
積

に
比
し
、
そ
の
出
土
点
数
が
少
な
い
。
年
紀
を
記
す
木
簡
は
な
か
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
一
四
五
　

宮
域
の
北
を
画
す
る
掘
立
柱
の
柵
列
、
Ｓ
Ｃ

一
四
〇
の
北

一

七
ｍ
の
所
を
、
西
流
す
る
大
濤
で
、
藤
原
官
の
北
外
堀
に
相
当
す
る
。
Ｆ
Ｇ
二

六
十
ｃ
地
区
と
、
そ
の
約
四
〇
ｍ
西
方
の
Ｆ
Ｇ
二
六
十
Ａ
地
区
で
、
検
出
さ
れ



た
。
東
の
Ｆ
Ｇ
二
六
十
ｃ
地
区
で
は
、
上

。
中

・
下
の
三
層
に
分
か
れ
る
。
約

一
〇
〇
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
が
、
濤
の
中
央
よ
り
北
側
か
ら
、
そ
れ
も
深
い

層
か
ら
の
出
上
が
日
立

っ
た
。
西
の
Ｆ
Ｇ
二
六
十
Ａ
地
区
で
は
Ａ
上

・
下
層
に

分
か
れ
、
両
層
か
ら
木
簡
約
四
〇
〇
点
、
削
暦
約
二
〇
〇
点
を
検
出
し
た
。
特

に
、
下
層
で
は
、
流
路
の
や
や
北
寄
り
で
、
大
量
の
加
工
状
木
片
と
共
に
木
簡

・
削
居
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
木
簡

・
加
工
状
木
片
は
、
東
西
に
流
れ
た
状
態

で
検
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
水
は
淀
ん
で
い
た
の
で
は
な
く
、
か
な
り
の
流
量

が
あ

つ
た
ら
し
い
。
年
紀
を
有
す
る
木
簡
か
ら
、
藤
原
官
の
全
期
間
流
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

各
遺
構
ご
と
に
、
木
簡
の
釈
文
と
内
容
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

Ｓ
Ｄ
一
〇
一

Ｆ
Ｇ
二
六
十
駄
地
区
で
、
官
域
の
北
限
を
画
す
る
掘
立
柱
列
Ｓ
Ｃ

一
四
〇
の

北
側
か
ら
、
ほ
ぼ

一
括
し
て
検
出
し
た
木
簡
の
う
ち
、
年
紀
を
記
す
も
の
に
ω
、

郡
名
を
記
す
も
の
に
②
が
あ
り
、
Ｓ
Ｄ

一
〇

一
が
比
較
的
新
し
く
掘
ら
れ
た
濤

で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

①
　
。
「
□
　
酢
ヵ
〕
〔醇
花
一七
位
上
桑
原
□
」

〔年
力
〕

名
日
　
回
　
　
和
銅
三
回
日

回
」
　
　
　
　
］∞巽
（じ
恙

ｏＦ

〔大
國
里
と

②
　

。
「
＜
依
智
郡
口
□
□
口
国

〔五
物
と

名
＜
□
□

Ｓ
Ｄ
一
〇
五

年
紀
を
記
載
し
た
木
簡
と
し
て
は
、
Ｆ
Ｇ
二
六
十
ＤＮ
地
区
で
、
０
の
幸
西
年

（斉
明
七
年
）、
ω
⑤
の
乙
未
年
（持
統
九
年
）、
０
の
大
宝
三
年
が
あ
る
。
但
し
、

辛
百
年
木
筒
は
、
辛
酉
年
当
時
の
も
の
と
考
え
る
よ
り
も
、
七
世
紀
末
頃
、
辛

百
年
に
遡
る
記
録
を
書
き
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
南
北
両
地
区
で
、

「
評
」
と
記
す
も
の
⑭
ｌ
９
、
「
郡
」
と
記
す
の
は
①
ｉ
①
働
で
あ
る
。

〔作
と

③
　
。
「
百
代
主
支
　
百
代
□

×

名
辛
酉
年
三
月
十
日
□

×
　
　
　
　
　
　
　
（ぶ
∀
（じ

益

ｏ‘

ω

　

「
＜

乙
未

年
曜

マ
田
　
＜
」
　

　

　

　

　

　

　

　

ＰＮダ

∞ブ

、

ｏ曽

〔雀
と

〔未

と

０
　
　
×
□
年
四
月
　
乙
未
年
四
月
×
　

　

　

　

（登
Ｖ
（じ
益

ｏ解

⑥
　
　
太
賓
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
ｙ
（中『ｙ
∞
霞

①

　

「＜
熊
野
評
私
里
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞マ
牌ダ
中
ｏ駕

①

　

「
＜
海
評
海
里
軍
布
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ］ダ
的費
”
霞

⑨

　

「＜
海
評
海
里
＜
日
　
回
＜
」
　
　
　
　
　
　
μ息
＼
Ｐヽ
▼
∞
ｏ曽

〔野
と

⑩
　
　
×
□
妻
倭
国
所
布
評
大
□
里
」
　

　

　

　

（電
ゞ
（じ

溢

ｏ‘

〔三
方
〕
耳
五
十
戸
土
師
安
倍

ω

　

「
＜
□
□
評
　
　
　
　
　
　
＜
」
　

　

　

　

Ｐ⇔冤
盆
∀
伽
霞

「＜
次
評
鵬
腿＜
」

『
∞

Ｘ

∞
Ｐ
×

∞
　
　
〇
∞
μ
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L  咀

μ伽∞
×
（
Ｐ］
）
Ｘ
∞　　〇∞∞
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に
、
内
一異
と
の
関
わ
り
を
伺
わ
せ
る
内
容
を
持
つ
木
簡
が
比
較
的
多
く
、

注
目
さ
れ
る
。
そ
の
傾
向
は
、
南
の
Ｆ
Ｇ
二
六
十
Ｊ
、
Ｆ
Ｇ
二
七
ｉ
Ｃ
地
区
に

著
し
い
。
官
司
を
記
す
御
を
鰯
の
他
、
側
の
大
君
、
働
の

「
大
御
」
の
表
現
は

天
皇
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
県
犬
養
三
千
代
を
示
す
か
と
思
わ
れ
る
∽
、
①

の
表
記
法
等
、
注
目
す
べ
き
も
の
が
目
に
つ
く
。

例
　
　
×
□
官
貢
奉
〔酢
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μ囀
∀
（牌∞ｙ
卜
ｏ舘

の
　

膳
職
白
主
菓
餅
申
解
解
×
　
　
　
　
　
　
　
（牌ｅ
入
Φｙ
枷
昌

名
□
□
□
長
田
評
鳴
里
鴨
マ
弟
伊
×

名
同
佐
除
里
土
師
マ
得
末
呂

〔何
力
Ｘ
評
ヵ
〕

「
＜
旦
波
國
□
佐
□

×

名
荒
玉
評
赤
□
里
　
　
」

名
丈

マ
右
末
呂
　
　
　
」

「
＜
同
国
評
朋
田
□
軍
布
馳
＜
」

「
＜
海
評
海
里
伊
加
廿
斤
＜
」

「三
方
郡
路師
×

「＜
紀
甲
郡
松
淵
里
才
小
列
マ万
呂

「＜
周
吉
郡
朝
布
馳＜
」

ω
　

「
　
　
　
　
　
　
　
中
務
務
×
　
　
　
　
　
（額
て
（じ
益

ｏ‘

働

　

「‘
　

大
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（瑕
）入
じ
益

０毬

ω
　
　
×
□
二
大
御
菖
二
大
御
飯
笥
二
ど
□
×
　

（昼
γ
（ё
恙

ｏ曽

働

　

「
三
千
代
給
煮
□
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
∀
］貿
∞
ｏ‘

①
　
・
×
口
回
奉
入
　
此
官
酢
議
」

。　
必
今
日
還
奉
入
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
（や］銅ｙ
］聟
枷
〇も

こ
う
し
た
傾
向
は
、
北
の
Ｆ
Ｇ
二
六
十
孤
地
区
に
お
い
て
も
、
若
千
認
め
る

こ
と
が
で
き
、
④
に
は
、
天
武
天
皇
の
嬉
の
一
人
で
あ
り
、
忍
壁
皇
子
や
磯
城

皇
子
の
母
で
あ
る
機
媛
娘
金
ハ人
娘
）
の
名
が
み
え
て
い
る
。

ω
　
・
×
□
官
□
×

・
×
造
酒
司
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ

入
じ
差

ｏ解

〔田
比
力
〕

②
　
。「宍
人
娘
賜
則鯛
一

。「咽組幅桐

（
マ
マ
）

Ｆ
Ｇ
二
六
十
心
地
区
で
、
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
が
東
西
柵
列
Ｓ
Ｃ

一
四
〇
を
溶

っ
た

地
点
に
、
北
堰
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
大
量
の
典
薬
寮
関
係
木
簡
と

削
暦
が
出
土
し
た
。　
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
、
こ
の
地
区
の
北
に

接
す
る
路
東
二
四
条
二
里
三

一
坪

。
三
三
坪
の
小
学
が
、
「
テ

ン
ヤ

ク
」
「
天

（
ドヽ
卜
）
Ｘ
（
Ｐ∞）
×
∞

！‐‐１
　（中Φ
）
×
∞

μ
や
ヽ
×
］
伽
Ｘ
ト

Ｐ
『
Φ
×
（
中や
）
Ｘ
ヽ

ＰＯ
Ｐ
Ｘ
”
ω
×
ト

（ω
μ
）
Ｘ
や
Φ
×
中

（
騨∞
Φ
）
×
〕
］
Ｘ
ω

Ｐ
μ『
×
（
μ
Ｏ
）
Ｘ
伽

〇
釦
μ

〇
∞
Ｐ

〇
∞
Ｈ

Ｏ
μ
Φ

列□□

（
μφ
〕
）
×
∞〇
×
⇔
　
Ｏ
μΦ
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役
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｃ

一
四
〇
の
北
に
、
典
薬
寮
な
い
し
薬
園
等
の
関

連
施
設
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
の
南
地
区
か
ら
は
、
こ
う
し
た

木
簡

・
削
暦
が
全
く
出
上
し
て
い
な
い
の
が
、
何
よ
り
も
、
そ
の
明
証
で
あ
ろ

う
。
央
薬
寮
関
係
の
木
簡
と
削
暦
は
、
そ
の
内
容
に
よ
り
、
①
ｉ
ω
の
薬
物
の

付
札
や
荷
札
、
働

・
側
の
薬
湯
処
方
の
書
付
、
①
を
①
の
薬
物
請
求
木
簡
、
そ

の
他
⑫
ぞ
側
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。
⑫
ぞ
④
に
は
、
典
薬
寮
の
名
と
、
典
薬

寮
で
用
い
ら
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト

『
本
草
集
注
』
の
名
が
み
え
、
ω
ｔ
側
は
薬

園
に
関
わ
る
も
の
。
９
は
代
制
で
記
さ
れ
て
い
て
、
注
意
を
引
く
。

〔把
力
〕

「
＜
床
黄
汁
四
□
　
　
　
　
＜
」
　

　

　

　

　

μ伽ゴ
μ聟
∞
目

「
＜
麻
子

一
斤
五
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μ∞∞∀
μマ
∞
ｏ毬

「
＜
麦
門
冬
三
合
　
」
　
　

　

　
　

　

　
　

　

岸中聟
いマ
ト
ｏ駕

「
＜
署
預
二
升
半
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ〕ズ

赴
マ
∞
ｏ駕

名
＜
龍
骨
五
両

×

。
「
＜
口
　
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『Φｙ
（μｏｙ
∞
需
Φ

名
＜
高
井
郡
大
黄
＜
」

名
＜
十
五
斤
　
　
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドヽ
ア
�ダ
∞
ｏ駕

透
藍
解

罫

薩撃

一向〓向委
一一聾

炉

130   99

GO   G711411   1401

「
麻
黄
一両
漏
慮

新
家
親
王
　
湯
方
兎
糸
子
□
　
　
本
草
」

〔酒
ヵ
〕

「
□
石
斜
酒
方
　
石
斜
×

「
受
被
給
薬
癖
麺
噺
賠
升
右
コ
鮮
一
両
　
　
　
　
」

「
多
治
麻
内
親
王
官
政
人
正
八
位
下
陽
胡
甥
」

〔椅
と

「
左
大
舎
人
寮
少
允
正
八
位
下
一局
□
旦
臣
男
足
」

「□〔酢配
　　　￥
・聖暑
　菊
一酔
剛
」

７

里
辛
〕

「
弾
正
墓
笠
吉
麻
呂
請
根
大
夫
前
勒
断
丁．一
た
餓
」

「
請
薬
王
風
行

放
鷹
司
人
進
少
初
」

「
請
薬
王
風
行
卸
少
初
鎚
　
　
　
」

木
草
集
注

月
　
　
十
　
　
十
月
×

草

同
国
□

凡

〔草
ヵ
〕

□
然

『
上
巻
』

×　
一回寮
　反
嫌
懸長

×  _ ×

奈 冨
査
崇

こ昌□
×

∞
Φ
〕

Ｘ

∞
卜

×

伽

（
Φ
∞
）
×

Ｐ
ヽ

∞
岸
∞

Ｘ

∞
い
Ｘ

伽

　

Ｏ
μ
Ｐ

∞
〇
∞

Ｘ

（
中
∞
）
×

∞
　
　
Ｏ
μ
μ

］
ω
Ｎ

×

∞
ヽ

Ｘ

∞
　
　
Ｏ
Ｐ
岸

μＮ
Ｏ
×
（
ＰΦ
）
×
∞　
　
Ｏ
μμ

（ヽ
∞
）
×
（
μ∞
）　
　
ＯΦ
μ

（
ｓ

ｅ

ｘ
（
ド

）

３

μ
　

　

３

Ｏ
μ
騨



1471   1461   149

。
「
本
車
集
注
上
巻

名
黄
本
一一両
主
白
■
一一両
×

薗
官

×

×
薗
司

×

名
廠
即
酔
儲
申
四
百
代
得
次
三
百
代
〔酔
ヵ
〕

（ＰＯヽ
）
Ｘ
（中
牌）
Ｘ
囀

（『∞
）
×
（μ『
）
Ｘ
∞

（卜Φ
）
Ｘ
（
ＰＯ
）
Ｘ
Ｐ

」

Ｏ
μ
Φ

60   1571   1561   651   6り160   1601   691

〔諸
力
〕

×
□
□
□
□
太
賓
薫
年
拾
董
月

」　　　　（牌Φ〕）
×
（μ〕）
×
”　　ＯμΦ

「
　
　
　
　
　
　
　
和
銅
二
年
　
　
」

「
　
　
　
　
　
　
潤
八
月
十
九
日
□
×

「
＜
加
夜
評
□
□
ロ

マ
×

「
＜
与
射
評
大
贄
×

〔飲
袂
と

「
＜
□
□
評
若
倭

マ
柏
」

「
五
□
乎
加
回
　
　
　
」

〔毛
ヵ
〕

×
下
□
野
國
芳
宜
評
×

「＜
上
毛
野
國
車
評
桃
井
里
大
贄
鮎
＜
」

「＜
次岬鴎理
鄭布マ＜
」

中
］〇
×
（⇔
）
×
”

（
μ枷ω
）
Ｘ
（
μＯ
）
〉〈
”

（
ＰＯ
枷
）
×
］
〕
Ｘ
∞

（∞
∞
）
×
Ｐ『
Ｘ
⇔

（
μ
∞
ヽ
）
〕〈
（
μ
Ｏ
）
Ｘ

ヽ

Ｐ
Ｎ
Ｎ

×

］
”

Ｘ

ミ

牌
〇
∞

Ｘ

∞
∞

×

∞

μ
Ｏ
Φ

Ｘ

μ
∞

×

ヽ

　

Φ
∞
］

〔得
力
〕

名
百
代
得
次
五
百
代
中
三
百
代
□
口
　
回
百
代
」μ
り
伽
Ｘ
Ｐ
卜
Ｘ
∞
　
　
Ｏ
Ｐ
μ

Ｓ
Ｄ
一
七
〇

内
容
的
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
少
な
く
、
「
評
」
「
郡
」
を
記
す
次
の
二
点
に

留

ま

る

。

④

「
＜
□
□
若
佐
国
小
丹
生
評
×

〔須
郡
十
市
と

（∞
⇔
）
×
（
μヽ
）
Ｘ
∞　
　
〇
∞Φ

1491

×
三
野
國
本
国
□
□
□

×

〔凡
と

×
□
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（億
▼
ｅ

議

ｏ歯

Ｓ
Ｄ
一
四
五

Ｓ
Ｄ

一
〇
五
と
共
に
、
出
土
点
数
が
多
く
、
内
容
的
に
も
豊
富
で
あ
る
。
乙

未
年

（持
統
九
年
）、
己
亥
年

（文
武
三
年
）、
大
宝
二
年
十

一
月
、
和
銅
二
年
の

年
紀
を
記
す
⑩
ぞ
６０
、　
潤
八
月
二
十
九
日
と
記
す
い

（潤
月
か
ら
、
和
銅
二
年
と

考
＞え
ら
れ
る
）、
評

。
郡
の
記
載
の
み
え
る
⑭
ｔ
⑭
の
他
、
上
流
の
Ｓ
Ｄ

一
〇
五

か
ら
流
れ
こ
ん
で
き
た
と
思
わ
れ
る
、
内
裏
に
関
わ
り
を
持
つ
内
容
の
⑫
と
０
、

典
薬
寮
関
係
の
⑭
を
④
が
あ
る
。
④
の
宣
命
は
、
内
容
的
に
も
表
記
法
の
上
か

ら
も
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
よ
う
。

⑩

　

「
＜
乙
未
年
木
夷
撃
人
倭
」
　

　

　

　

　

　

　

μＰ聟
（ＰＮｙ
、
Φ駕

６０

　

「
＜
己
亥
年
十
月
上
換
國
阿
波
評
松
里
×

　

（Ｓ
ｙ
］聟
ｏ
ｏお

⑫
　
。
「
己
亥
年
若
佐
国
小
丹

×〔呂
己

名
三
家
里
三
家
首
田
末
□
×
　
　
　
　
　
　
（μ３
恙
マ
釦
ｏ‘
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「
＜
知

夫
利

評
華
剛
迎
斬
布マ
菖
＜
」
　

　

　

　

　

　

μＳ
話
聟

伽

〔佐

力
〕

「＜
熊
毛
評
大
贄
伊
委
之
煮
＜
」
　
　
　
　
　
μ∞マ
やマ
ヽ

ｘ
國
後
木
評
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞伽ゞ

］箕
ヽ

名
＜
吉
備
中
國
下
道
評
二
万
マ
里
＜
」

名
＜
多
比
大
贄
　
　
　
　
　
　
　
＜
」
　
　
　
μ∞貿
（Φゞ

Φ

「＜
回
□
評
阿
尼
里
知
奴
大
贄
　
　
　
　
＜
」

］φマ
や受
『

〔篠

と

「＜
三
川
国
波
豆
評
□
嶋
里
□
□

一
斗
五
升
　
　
＜
」

Ｐ
Ｏ
Ｎ
×
］
〇
×
∽

「
＜
□
評
上
マ
里
　

＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
牌］受
（じ
議

「
＜

海

評

海

里

国

十

斤

＜

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

溺

益

貿

∞

胞
暉
ぎ
考

④
　
・
×
□
御
命
受
止
食
國

々
内
憂
白
」

〔御
命
と

・
×
□
止
詔
大
□
□
子
諸
聞
食
止
詔
」
　

　

（霞
ゞ
含
∀
∞
ｏ‘

⑭

　

「＜
商
陸
染
斤
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞支
］支
”
ｏ駕

⑭
　
　
×
物
部
刀
良
風
病
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岳
ｙ
（じ

ｏ】

④

　

「
＜
松
羅
五
斤
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ダ
Ｐ聟
］
ｏ駕

そ
の
他
、
大
贄
の
記
載
の
あ
る
も
の
⑪
Ｇ
ω
①
⑦
が
注
目
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
一

〇
五
か
ら
は
、
大
贄
記
載
の
木
簡
は
出
上
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
官
人
の
上
番

歴
名
的
な
も
の
①
ｌ
⑩
が
あ
る
。
①
は
、
内
裏
あ
る
い
は
典
薬
寮
に
関
わ
る
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
書
状
形
式
と
し
て
注
意
さ
れ
る
も
の
に
①
ｌ
９
が
あ
り
、

習
書
で
は
あ
る
が
、
例
は
当
時
の
官
人
達
の
切
実
な
実
感
が
こ
も
っ
て
い
て
、

共
感
を
誘
う
。

Ｏ
Ｐ
Φ

〇
∞
牌

（裏
面
に
習
書
あ
り
。
ま
た
、

と
記
す
も
の
が
あ
る
。
）

〔布

と

「＜
知
夫
利
郡
由
良
里
軍
□
×

註
咽
断□
雲
宮回
」

・
×
□

・
大
椋
□
物
マ
荒
人
」

〔〓
一ヵ
〕

〔道
ヵ
〕

同

一
断
片
か
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
「常
□
」

（
μ中中
）
×
（］伽
）
×
∞　　〇
∞μ

（牌〇∞
）
×
］伽
Ｘ
∞　　〇∞Φ

（
μＯＮ
）
×
（Ｎ
）
Ｘ
μＯ　　Ｏ
μΦ

1791       1781   1771

×
大
贄
鮎
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（９
恙
ダ
∞
露

。
「口
日
回
土
師
宿
祢
廣
庭
阻
師
宿
祢
川
麻
醒
」

右
四
人

」

一月
十
九
日
春
日
抑
蝕
　
獅
鉾
女

息
長
女

・相
力女〕
敦
　　大床
女

一女

］ω∞
×
］Φ
Ｘ
〕
　
Ｏ
μμ

（表
面
に

「執
」
の
習
書
、
裏
面
に
は

「
執
」
「根
」
の
習
書
と

「根
連
石
末

呂
」
の
人
名
が
み
え
る
）

］伽Φ
×
（μΦ）
×
∞　　ＯＰμ

〔留
と

女
長
□
女
」



・甲
五腑
謡
韓
鴬

`  E  s

Ｈ
Ｈ
″
一
＋
ｗ七

タ

ム
人

細
礎
封

〔
寸 足
個

力末
判
」

・
目
国
七
日
之
申
ム
人
閲
剛
転
醸
酌
〕
□□〔却
直日ヵ
袢
呂‐□
　
」

他
田
舎
人
直
大
睫
剛
酬
君
三
日
次０】∞
×
（
ф卜）
×
ヽ

①
　
。
「
恐
秦
謹
々
頓
首
×

名
受
賜
味
物
×
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